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１．概要（Summary） 

本研究では，人体運動からの発電に適した環境発電

デバイスの実現に向け，エレクトレットを用いた静電誘導

方式による薄型・軽量のフレキシブル発電器の開発を進

めている．提案する発電器は積層した複数のポイリミドフィ

ルムから構成される．発電器を曲げることにより，フィルム

の相対位置が変位することで電極間の静電容量が変化し，

外部回路に電流が生じて出力を得る．  
 

２．実験（Experimental） 
 4インチSi基板上に粘着材を用いてポリイミドフィルムを

仮固定した．フィルム上にスパッタリングを用いて Cr 薄膜

を成膜し，フォトリソグラフィーにより櫛歯状電極を形成し

た．CYTOP CTL-M （旭硝子製）をスピンコーティングし，

厚さ 15 µm の誘電体を設けた．レーザー加工を用いて矩

形孔を形成したスペーサー層を挟んで 5 層のフィルムを

熱接合した後，550 V のバイアス電圧を印加した状態で

軟 X 線を 30 分間照射し，エレクトレット荷電を行った[1]．
試作した発電器（Fig. 1）は厚さ450 µm，重さ4 gである． 

 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

発電原理を実証するため，フィルム上にバーニアパタ

ーンを形成し，円筒に巻き付け，その変位を顕微鏡で観

察した（Fig. 2）．フィルムを巻き付けることで生じる変位量

は，フィルムの固定端からの距離および円筒の直径に応

じて大きくなった． 
評価装置を構築し，フィルムを毎秒 7 mm の速度で巻

き付け／引き出しをした結果，1 往復の動作で 1.6 µJ の

電力が得られた．将来，この発電器はウエアラブルデバイ

スなどへの適用が期待できる． 
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Fig. 1 Structure of flexible electret power generator. 

 

 
Fig. 2 Photomicrograph showing film displacement. 
 


